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1-(1) 事業概要

I 乗合バス事業
(1)事 業 開 始 昭和4年 6月 15ロ

(2)バ ス 台 数  99台 (平成26年 6月 1日 現在)

(3)営 業 エリア 若松区内 ′ヽ幡西区北西部 水巻
'T小
倉北区 戸畑区 芦屋町

の一部 (営業路線の延長キロ173 05km)

141路線 系統数  31路線 100系統 (平成26年 6月 1日 ■在 )

(5)停 留 所 数  368カ所 (名称月1)停留所ポール総数713基

(6)末入主要駅 若松駅 二島駅 折尾駅 小倉駅、戸畑駅 早崎駅 陣原駅

(7)関 連 事 業 花火大会 スボーツ大会 イベント開催時等の臨時便事業

(8)事業実績(¬

'25年
度 崩抜)

運 送 収 益 1098百万円(うち運行補助橡 4百万円)

輸 送 人 員  7,003千人

走 行 距 離 4364千km

Ⅱ 附 帯 事 業

1貸 切バス事業

(1)事 業 開 ′台  昭和25午 4月 24日

(2ンヽス台 数  23台 (平成26年 6月 1日 獅生)

(乗合型車両12台 特別支援学校の専用
=両
3台を含む)

(3)事 業 内 容  競艇競輪ファン送迎バス事業 旅行企画 (市営バスツアー事業)

観光旅行 視察 修学旅行等学校間違等の貸切運行

イベント時のシャトル便運行

(41事業実績 (平成25年度 税抜)

運 送 収 益  221百万円

輸 送 人 員  550千人

バス稼 働 率 536●●

走 行 距 離  472Flul■

(資料 - 1)



2旅 行業

(1)事 業 開 始 昭千,47年 7月 1ロ

(2)事 業 内 容

旅行会社各社のパックージツアーのI.F売

航空券 JR各種切符及びフェリー乗n●券の予約 販売

宿泊施設(ホテル等)の手配

団体旅行の企画 手配

各r■ lベント会議開催時における会場 H‐油施設 食事の手配

(3)収   益  34百万円(平成25年度 税抜)

3受 話事業
(1)事業内訳

特Яl支援学校スクールバス

児童 生徒の登下校月スクール スヽの運行

リフトバス      障害者グループ活動月のリフト●バスの運行

施設利用者送迎バス iF立児童文化科学鱚 実術館送迎バスの運行

芦屋タウノ, ス`   芦屋町コミュニティバスの運行

(2)受話事業収入     222百万円(平成25年度 税抜)

4広 告事業     バス車両内外及びバス停留所における各種広告
広告料収入      20百 万円(平成25年度 税抜)

駐車場貸付収入 資金運用利息

5百万円(濶■25年度 税lt)

5その他

(資料 - 2)



1-(2) (平成 26午 4月 2
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1- (3) 路線図
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3-(1) 全国における人口減少の推移

人口減少 ,少子屁齢(ヒの推移 ,予測
口 今後 人□澪少力鸞み、2047年には,憾人程度となる見通し
● 少子高酬 ヒわ糧 速に進Fしており の く0年には総人口の納 %力て6歳以上になる見通し
● それにより 生産年齢人口ま嗣在α2∝0年には現在の半分近くまで灌鳳

て人口 |千人, 総人口
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厳 料:「地域公共交通の現ボ写についてJ国土交通省】



2-(5) 取り組みの経済的効果
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(全輌 |百万円)

実 施 項 目 実 施 内 容 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 計

＾
１
運賃体系の見直し

24年 4月 1日 運賃改定
(平均改定■ 103●●〉

57 57

）
増
収
「ふれあい定期J制度の見直し

25年 8月 1日 ふれあい定期券料金見直し
く料金2倍 )

4 10 14 23

対

策 小計 57 4 10 14 85

2

ダイヤ改正

平成24年4月 1ロダイヤ改正

平成26年 6月 1曰ダイヤ改正

56

42 4

56

40

経
費

＾

路線の見直し
×効果額はダイヤ改正 に含む

平成26年 6月
`曰
若松北西部地域路線見直し

(岩屋 螢住～学研都市北口)
(17) (4) (21)

″
削
減 経費の抑制 運輸職給与の10%削減等の人●費抑制 00

●
０ 67 00 9 157

小計 36 71 67 72 13 259

合 計 36 128 ，
′

●
‘
０
０

，
′
０
‘ 344



2-(4)

平成 16年 7月 に導入した「ふれあい定期Jま それまで無料であつた嘘 老優待茉
●証Jをオ1用 していた方が 少ない負担で引き続き市営バスをオJ用 していただけるよ
うに 低価格で市内の市営バス路線全線で乗降できる高齢者向け高害1引定期券である.

平成25年 8月 1日 より 14金改定を実施した.

福祉的な施策の状況

8,000円
14000円
24000円 (1か月換算 :2000円 )

ふれあい定期

(1)発売金額

(2)発売状況
(平成 25年度)

745件
198人
575千 円

3か月
6か月
12か月

発売件数

購入者数

発 売 額

3

3

43,

畠祉優待乗車言

(1)交通局では現在 市民の身体障害者 (1～ 4級 )、 知的障害者 精1眠言者 及
び戦傷病者に対し、一部介護人も含めて無料となる市ヽバス全路線夭降自由の福祉

優待乗車証を交付している。
* 平成 25年度交付者  5 899人

(2)全国のバス事業者が主に身体障害者と知的障害者 (一部の事業者では精神障害者
も対象)の運賃を半額にしているのに対し、さらに交通局では独自の福祉施策とし

て 身体障害者と知的障害者に力]えて精神障害者と戦傷病者も全額無料としている

ものである。

(3)こ の更なる交通局独自の負担分について 一般会計よリー部補助をいただいてい

る。他の政令市等においても 同様の制度がある。

(資料 - 9)



2-(3) 運賃の状況

〔過去の運賃改定状況〕

〔新 日運賃比較〕

年  月   日 市 営 ′｀ ス 西 鉄 ′` ス

平成元年4月 1日

平成元年 5月 8日

平成3年 1

平成4年 1

2月

平成 6年 3月

平成7年8月 16日

平成 9年 4月

平成 10年 3月

平成24年4月

平成26年4月

日

　

日

1  消費付

改 定 率 ‐95%
初栞料金 .140円 -150円

改 定 事 151●●
初桑料金 :150円 -160円

改 定 辛 194%
初茉料金 .160円 -1'0円

消費税率

改 定 率 103%
初桑:1金 .170円 ― 180円

1消費税
=

改 定 卒 12854●●
初柔|1金 :180円 -190円

■ 3%

改 定 峯

初桑|1金

改 定 卒

初桑料金

60%
140円 -150円

72●●

150円 -160円

改 定 ■ 186●●

初乗|1金 1160円 -1'0円

3●●-5%|

改 定 率 78%
初桑料金 1170円 -180円

蜘

改 定 率 12765%
1初乗料金 ‐180円 -190円

区 間 数
運 賃

平 成 24年
o月 ■ て

平 ●支′´年
′ 日 ●●デ

平 ,■ 20年
´ 月 改 ‐

i区 開 ,フ 0円 ,80円 ■ 90円

2区 i詢 200円 220P, 23の 円

3区 1詢 230Fコ 250円 2も の 円

4区 間 2 50FЧ ク 80円 200円

5区 問 2フ 0円 3● 0円 320円

6区
=J

300円 ● ´ 〇 円 350円

つビ 1ヨ

^間
増 ヽ こ と ,●

●00を 力●
'

● フ 〇 円 380円

8区 間
||,   ,

,区 間
'■
● =と

`●′ o白 ■ 力●‐
,区 間 増 ,こ と に
,0円 ■ 力,筆

※平成24年4月 改定か帷 校民間バス事業者と同視
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百力円

2 000

平成25年度 収益的収支輌 抜 )

l S00

1 600

1 400

1 210

1 000

収益
1 761百 万円

費用
1 768百 万円

(資ll - 6)
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本市における公共交通利用者数と自動車保有台数の推移

【乗客数(万人′3)}〔 自動車保有台致(万台)】
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3- (4) 路線の収支状況 (平成 25年度)
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3-(5)

パス車両保有状況

バス車両について
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延輸主

` 
迅転者髯の推移 迅●すの年齢泄成 (平成,7年 1,,世 乳在)
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3-(6) 運輸主任・運転者数の推移等
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平成23●.度 5 5

1:成 24年度 3 1 4

平成25年度 2 2

平成26年度 2 1 3

計 12 2 14

3-(7) 貸切バスの運行状況
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3-(8) ICカー ドの相互利用化の検討

全国相互利用できるニモカ等新カードを導入する場合

◎ニモカ等新カードの導入、ひまわリカードの廃止
0新たなカードは、全国相互利用が可能

IF)

北九州市営バス

(読)市曽
Ic′ スヽカード

現システム更新コスト

相互利用導入コスト 約3億円 (見込み )
ランニングコスト 約2000万円/年 (見込み )

メリット
市民 来市者の

～
便性が向上.

電子マネー機能を合め チヤージ環境もJR駅等で可能と
なる。

デメリット

導入コストが高燿
現在のひまわりICカードシステム破棄し全国相互利用シス

テムを新たに導入するため 新システムの構築及び移行
作業等が必要
ランニングコスト(システム使用料 決裁手数料)が高鑽
交通局独自のサービスの導入や継続ができなくなる可能
性がある (高ブレミヤ率 1日 乗草券 片道定期券等)
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幹線と支線 (フ ィーダー)の運行パターン(イ メージ図)

現行の運行パターン


